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１．雨竜川再生事業について
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雨竜川ダム再生事業は、既設の発電ダム（雨竜第１ダム・雨竜第２ダム）の利水容量を洪水調節容量に振り替えると
ともに、雨竜第２ダムの嵩上げと合わせて約2,500万m3の洪水調節容量を確保し、治水機能を付加することを目的として
いる。

名称 型式
ダム高
（ｍ）

堤頂長
（ｍ）

総貯水容量
（千m3）

有効貯水容量
（千m3）

集水面積
（k㎡）

雨竜第１
ダム

重力式コン
クリートダム

45.5 216.0 約244,700 約172,100 202.5

雨竜第２
ダム

重力式コン
クリートダム

39.5
(35.7)

255.7
（230.0）

約24,100
(約21,600）

約13,900
(約11,400）

109.7

再生後諸元表

＜事業内容＞

目的 ： 洪水調節

雨竜第１ダム： 容量振り替え （洪水調節容量 18,700千m3）

雨竜第２ダム： 容量振り替え＋嵩上げ3.8m

（洪水調節容量 6,300千m3）

事業工期 ： 平成30年度～令和15年度

総事業費 ： 約449億円

現 行 再生後

貯水池容量配分図

雨竜川ダム再生事業概要

( ) 再生前の諸元

雨竜第１ダム

雨竜第２ダム
雨竜第２ダム

利水容量(発電)
7,600千m3

堆砂容量
10,200千m3

EL250.80m

EL278.00m 総貯水容量
24,100千m3

(7月1日～10月31日)

EL290.30m
サーチャージ水位 EL286.90m

洪水調節容量
6,300千m3制限水位 EL283.20m

堤高
39.50m

EL286.50m

利水容量(発電)
153,400千m3

堆砂容量
72,600千m3EL240.00m

サーチャージ水位 EL284.00m
EL285.50m

(7月1日～10月31日)

EL273.00m 総貯水容量
244,700千m3

洪水調節容量
18,700千m3

堤高
45.50m

制限水位 EL283.15m

利水容量(発電)
172,100千m3

堆砂容量
72,600千m3

EL240.00m

EL273.00m
総貯水容量
244,700千m3

堤高
45.50m

EL285.50m
常時満水位 EL284.00m

利水容量(発電)
11,400千m3

堆砂容量
10,200千m3

EL250.80m

EL278.00m 総貯水容量
21,600千m3

常時満水位 EL285.40m

堤高
35.70m
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平成26年8月出水の被災状況

凡例：はん濫箇所

雨竜川KP34.0～KP70.0

※H26.8出水速報より

直轄管理区間では、浸水面積約68ha（ 35箇所）、家屋の床上浸水が11棟確認された。
北海道管理区間でも、約213haの農地（そば畑）の浸水被害が確認された。
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近年における出水の被災状況

そば畑冠水状況（令和5年8月出水） 国道275号冠水状況（令和5年8月出水）

平成28年8月出水 雨竜橋水位観測所で避難判断水位を超過し、幌加内町などで排水ポンプ車による排水活動を実施。
平成30年7月出水 雨竜橋水位観測所で氾濫危険水位を超過し、雨竜川流域内ではで3戸の床下浸水が発生。
令和 2年11月出水 雨竜川上流の北海道管理区間における農地（主にそば畑）及び国道において冠水が発生。
令和 5年8月出水 雨竜川上流の北海道管理区間における農地（主にそば畑）及び国道・道道において冠水が発生。

雨竜川浸水実績
：H26.8
：H28.8

：H29.9、H30.7
：R02.11
：R05.8
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昭和18年 8月 雨竜第１ダム、雨竜第２ダム完成

昭和63年 8月 停滞性前線による洪水発生（下流部で戦後最大）

平成16年 6月 「石狩川水系河川整備基本方針」策定（H16.6.15)

平成19年 5月 「石狩川水系雨竜川河川整備計画」策定(H19.5.9)

平成26年 8月 低気圧・前線・台風による洪水発生（整備計画目標流量を上回る・中上流部で戦後最大）

平成29年 6月 「ダム再生ビジョン」通知

平成29年 7月 「石狩川水系雨竜川河川整備計画」変更（H29.7.6) 「既設ダムである雨竜第１ダム・第２ダムを有効活用し、新たに洪水調節機能を確保する」と位置づけ

平成29年 8月 「雨竜川ダム再生事業」新規事業採択

平成29年 10月 雨竜川治水促進期成会の設立（深川市長（会長）、雨竜町長、妹背牛町長、秩父別町長、北竜町長、沼田町長、幌加内町長）

平成30年 4月 「雨竜川ダム調査事業所」設置 実施計画調査着手

令和2年 8月 「雨竜川ダム再生事業」再評価

令和4年 8月
「石狩川水系雨竜川河川整備計画」変更（R4.8.8）、「発電容量の一部を洪水調節容量に振り替えるとともに、雨竜第2ダムの嵩上げと合わせて約2,500万㎥の洪水
調節容量を確保」

令和4年 8月 「雨竜川ダム再生事業」ダム事業の新規事業採択時評価

令和5年 4月 「雨竜川ダム再生事業」建設移行

令和5年 8月 「雨竜川ダム再生事業」再評価

う り ゅ う が わ

もせうし ちっぷべつ ほくりゅう ぬまた ほろかないうりゅうふかがわ

雨竜川ダム再生事業の経緯
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２．事業費・工程について
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総事業費及び残事業費

雨竜川ダム再生事業はこれまでに各種調査・設計を実施しており、総事業費約４４９億円のうち令和６年度予算は
約４４億円、令和７年度以降の予算は約２８５億円となっている。

総事業費 令和5年度迄 令和6年度予算 令和７年度以降の予算

約４４９億円 約１２０億円 約４４億円 約２８５億円
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事業工程について

• 平成３０年度から実施計画調査に着手し、令和５年度より建設に着手した。
• 雨竜第１ダムについては、令和６年度から管理設備工事に着手する。
• 雨竜第２ダムについては、令和５年度から仮設工事に着手しており、令和６年度末に本体工事に着手する。
• 雨竜第２ダムは、建設が約80年前であるため、堤体の構造上に不確定要素が多く、堤体嵩上げ等の施工にあたって、

様々な施工方法や仮設工が考えられることから、技術提案・交渉方式（ＥＣＩ方式）を採用することで、契約前に
不確定要素への対策を含めた効率的かつ効果的な施工方法や仮設工を発注者・優先交渉権者・設計者の三者で設計
への適用の可能性や有効性、課題等を協議し、あらかじめ合意した仕様と価格で契約することにより、追加費用の
発生が低減されることが期待される。
また工事契約後の設計と現場実態との乖離による工期延伸リスクの回避、更には工期短縮の可能性も期待できる。

雨竜川ダム再生事業工程表

※技術協力業務締結後、優先交渉権者からの施工計画等に関する技術提案を踏まえ、事業工程の見直しを行う。

工種

試験湛水

R15年度

環境調査

仮設工事

本体工事

附帯・補償工事

地すべり対策工

管理設備

R12年度 R13年度 R14年度

調査・設計

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

※工事契約に関連する情報が含まれているため、一部非公表としています
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３．令和６年度工事予定について
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令和６年度予算

工事費 堤体工、堤体関連工事 約２１億円

間接経費 測量設計費等 約２０億円

共通経費 工事諸費等 約３億円

※令和６年度予算は当初予算に基づく。
※端数処理のため、合計が一致しない場合がある。
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令和６年度工事概要

雨竜第1ダム

雨竜第2ダム

②雨竜第２ダム仮橋設置工事

①雨竜第２ダム堤体左岸工事用道路

③雨竜第２ダム連絡水路工事用道路工事

④雨竜第２ダム基盤整備外工事

宇津内湖

朱鞠内湖
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①堤体左岸工事用道路工事

雨竜第２ダム

宇津内湖

○工事目的

雨竜第２ダムの本体工事着手に向け、本体工事に必要な工事用道路を造成する工事。

工事延長 L=235 m
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補強土壁

道路の幅を広げる工事

断面図（イメージ図）

①堤体左岸工事用道路工事

道路幅 W＝5.0m
道路幅 W＝2.5m程度

今後落石防護対策予定
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②仮橋設置工事

湖涼橋

雨竜第２ダムの本体工事着手に向け、本体工事に必要な工事用仮橋を設置する工事。

仮橋

雨竜第２ダム

橋梁延長 L=40m
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仮橋をかける工事

断面図（イメージ図）

②仮橋設置工事

橋梁延長 L=40.0m
道路幅 W＝9.0m
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③連絡水路工事用道路工事

雨竜第２ダム
宇津内湖

○工事目的

連絡水路の工事着手に向けて、工事に必要な工事用道路を造成する。
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断面図（イメージ図）

道路の幅を広げる工事

盛土
掘削

敷砂利

③連絡水路工事用道路工事

道路幅 W＝3.5m

道路幅 W＝2.0m程度
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④-1 基盤整備外工事

宇津内湖

雨竜第２ダムの本体工事着手に向け、本体工事で必要となる土砂置き場の造成を行う。

雨竜第２ダム

雨竜第２ダム工区

A断面
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掘削

盛土

伐開

断面図（イメージ図）

木を伐採し、土地を平らにする工事

④-1 基盤整備外工事

A断面 A断面
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雨竜第１ダムの新管理所予定地の基盤造成を行う。

朱鞠内湖
雨竜第１ダム

雨竜第１ダム工区

④-２ 基盤整備外工事

A断面
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断面図（イメージ図）

掘削

新管理所

新管理所（イメージ）

掘削を行い新管理所予定地の基盤整備を行う工事

④-２ 基盤整備外工事

A断面
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４．事業費増額の可能性がある事象



24

４．事業費増額の可能性がある事象 ①

雨竜第２ダムでは、嵩上げにともなう堤体形状を、安定性を確保するという観点から令和５年度の実施設計にお
いて検討を実施。
コンクリートの打継目付近の状況を網羅的に把握し検討を行った結果、堤体の安定性を確保するための堤体下流
面勾配について変更したことにより堤体基本形状が変更された。
堤体基本形状の変更により、堤体下流面のコンクリート量が増加することから、事業費の増額が見込まれる。

当初（概略設計）段階の断面イメージ
［下流面勾配 1：0.78 ］

変更（実施設計）後の標準断面図
［下流面勾配 1：0.94］

24
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４．事業費増額の可能性がある事象 ②

雨竜第１ダムの貯水池において、地形図・空中写真の判読、現地踏査による地すべり概査の結果から、地すべり
要精査箇所が抽出された。
地すべりの規模として合計７９万ｍ3 程度の中規模区分に相当する。
国への管理移行に伴い、洪水調節による影響が考えられることから、現在ボーリング調査により詳細な調査を実
施中。
調査結果を基に対策工の必要性の有無を含め検討を行う。

上水道施設

町道

朱鞠内湖

雨竜第1ダム

雨竜第１ダム

道路の路面に、段差を伴う亀裂が確
認された。

道路横断クラックが確認された。

第１築堤

町所有施設
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５．まとめ
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５．まとめ

総事業費 約449億円のうち、令和６年度予算は約44億円、令和7年度以降の予算は285億
円となっている。

令和6年度については堤体工事着手に向け、堤体左岸工事用道路工事、仮橋設置工事、連
絡水路工事用道路工事および基盤整備外工事に着手した。

雨竜第２ダムにおいては、堤体基本形状が変更されたため、堤体下流面のコンクリート量
が増加することから、事業費の増額が見込まれる。

雨竜第１ダムの貯水池において、地すべり概査の結果から、地すべり要精査箇所が抽出さ
れた。国への管理移行に伴い、洪水調節による影響が考えられることから、現在ボーリン
グ調査により詳細な調査を実施中。調査結果を基に対策工の必要性の有無を含め検討を行
う。


